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●第一　ボランティアの定義 

1.​ ボランティアは、自主的・自発的な意思のもと、ピースボート災害支援センター（以下「PBV」）の行

動規範（リンク先を参照）に基づき社会貢献活動に参加する方たちです。​

サポートスタッフ（以下「サポスタ」）とは、発災時の支援活動をPBVとともに行うため、平時から学

びや実践に参加する登録制度に登録した方たちです。 

 

●第二　　ボランティアの資格と登録手続 

1.​ 本規約に同意し、第一の定義に賛同する方が登録できます。 

2.​ 所定の「ボランティア登録フォーム」「サポスタ登録フォーム」に必要事項を記入し送信してくださ

い。 

3.​ 被災地での活動を希望される方は「誓約書」の提出が必要になります。 

4.​ 発災時、平時を問わず活動に参加をされる方は「ボランティア保険」への加入が必要になります。 

5.​ 未成年者は、保護者の合意が必要となります。活動に参加を希望される方は、保護者による「合意書」

をご提出ください。 

6.​ 健康状態、現地状況、安全管理上の理由、受け入れ体制等により、PBVの判断で登録または現地参加を

お断りする場合があります。 

 

●第三　　活動時間 

1.​ ボランティアの活動時間は原則として8時から21時までのうちの最大8時間を目安とします。 

2.​ 定められた時間外に活動をおこなう際は、事前に現地責任者の承認を得てください。 

 

●第四　　禁止事項 

1.​ ボランティアは、PBVの行動規範を遵守します。これに反した場合、ボランティア登録を取り消しま

す。​

以下の行為を禁止します。​

・ボランティア活動中の、宗教活動、政党・選挙活動、営業活動、反社会的勢力に関与する行為、また

はPBVがそのおそれがあると判断する行為。​

・個人情報保護規程及びコンプライアンス規程（リンク先を参照）に反する行為。​

・ハラスメント防止に関する規程（リンク先を参照）に反する行為（他者に対するセクシャルハラスメ

ント、パワーハラスメント、マタニティハラスメント等）。​

・支援活動の対象者から金品を受け取る行為。 ​

・飲酒または薬物等の影響がある状態での活動参加。​

・現地責任者の指示に反する単独行動、危険作業、立入禁止区域への立入り。​

・被災者のプライバシーに配慮せず、写真・動画撮影やSNS投稿等を行う行為。 

・その他、PBVの活動の信用を著しく損なう行為、または支援活動の安全・円滑な運営を妨げる行為 

 

●第五　　その他 

1.​ ボランティア活動中の事故、ケガ、病気などは、原則として自己責任となります。職員の指示のもと安

全に十分配慮し、無理のない範囲で活動を行ってください。 

2.​ 車両運転に伴う事故等については、法令および加入保険の範囲に基づき対応されます。PBVの指示に基

づき運転を行う場合は、「車両使用に関する誓約書」の提出をお願いしています。 

3.​ 作業に必要な安全装備は、現地責任者の指示に従い着用してください。またPBVからの安全管理上の指

示や活動停止指示があった場合は、速やかに従ってください。 

4.​ 危険を感じた場合、判断に迷う場合、被災者から専門的な相談を受けた場合は、自分だけで対応せず、

速やかに現地責任者へ報告・相談してください。 

5.​ 活動中に撮影された写真・動画等について、PBVの広報・報告活動に使用する場合があります。 

6.​ 支援活動中に事故、けが、物損、トラブル、苦情、ハラスメントの疑いが生じた場合は、速やかにPBV

へ報告してください。 

 

公益社団法人ピースボート災害支援センターがコーディネートする支援活動に参加するための規約になります。

上記一読の上、合意されましたら登録フォームにご入力ください 

https://pbv.or.jp/download/about_pbv/kodo_kihan.pdf?v=20250703
https://pbv.or.jp/download/about_pbv/kodo_kihan.pdf?v=20250703
https://pbv.or.jp/download/about_pbv/kodo_kihan.pdf?v=20250703
https://pbv.or.jp/download/regulations/19_privacypolicy.pdf
https://pbv.or.jp/download/regulations/06_compliance.pdf
https://pbv.or.jp/download/regulations/17_harassment.pdf

